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S
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縄
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残
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s
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進
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部
」
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す
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と
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、
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、
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・
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、
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的
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S
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や
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競
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強
化
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図
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こ
と
を
目
的
と
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て
、
S
D
G
s
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
沖
縄
の
未
来×

S
D
G
s
〜
沖
縄
の
持
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的
発
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に
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け
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〜
」
を
平
成
31
年
３
月
５
日
に

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
に
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
県
内
自
治
体
職

員
や
金
融
機
関
担
当
者
、
民
間
企
業

の
代
表
者
な
ど
、
約
1
3
0
名
が
参

加
し
、
沖
縄
に
お
け
る
S
D
G
s
の

推
進
に
つ
い
て
の
有
識
者
か
ら
の
講

演
、
取
組
事
例
紹
介
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
始
め
に
、沖
縄
で
S
D
G
s
の
取
組

を
推
進
す
る
意
義
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経
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産
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寺
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克
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か
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塾
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憲
史
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取
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ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
始
め
に
、沖
縄
で
S
D
G
s
の
取
組

を
推
進
す
る
意
義
に
つ
い
て
当
局
経
済

産
業
部
長
　
寺
家
　
克
昌
か
ら
説
明

を
行
っ
た
後
、慶
応
義
塾
大
学
大
学
院

政
策・メ
デ
ィ
ア
研
究
科
　
教
授
　
蟹

江
　
憲
史
氏
か
ら「
S
D
G
s
達
成

を
通
じ
た
地
域
課
題
解
決
と
地
域
経

済
の
活
性
化
」と
題
し
て
基
調
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。蟹
江
教
授
か
ら
は

「
S
D
G
s
の
17
の
目
標
全
て
に
取
り

組
む
こ
と
は
難
し
い
が
、S
D
G
s
に

取
り
組
む
た
め
の
入
り
口
が
数
多
く
あ

る
と
思
え
ば
良
く
、取
り
組
め
る
こ
と

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
と
良
い
」な
ど
の
コ

メ
ン
ト
が
あ
り
、様
々
な
取
組
が

S
D
G
s
に
結
び
つ
く
可
能
性
に
つ
い

て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
国

立
大
学
法
人
琉
球
大
学
地
域
連
携
推

進
機
構
　
特
命
准
教
授
　
宮
里
　
大

八
氏
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
、
株

式
会
社
O
T
S
サ
ー
ビ
ス
経
営
研
究

所
　
代
表
取
締
役
社
長
　
栩
野
　
浩

氏
、
ジ
ー
エ
ル
イ
ー
合
同
会
社
　
代

表
取
締
役
社
長
　
呉
屋
　
由
希
乃

氏
、
株
式
会
社
ト
リ
ム
　
代
表
取
締

役
社
長
　
坪
井
　
巖
氏
、
国
頭
村
役

場
企
画
商
工
観
光
課
長
　
大
城
　
靖

氏
に
登
壇
い
た
だ
き
、「
沖
縄
に
お
け

る
S
D
G
s
推
進
の
た
め
の
現
状
と

課
題
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、研
究
機
関
、

企
業
、
自
治
体
の
各
々
の
立
場
か
ら

取
組
や
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
参

加
者
か
ら
は
自
社
へ
の
導
入
手
法
や
評

価
手
法
な
ど
の
様
々
な
観
点
か
ら
質
問

が
行
わ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　
当
局
に
お
い
て
は
、
今
後
も
県
内
自

治
体
や
企
業
な
ど
が
行
う
S
D
G
s

の
取
組
支
援
を
通
し
て
、
沖
縄
の
地

域
課
題
の
解
決
及
び
県
内
企
業
の
競

争
力
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。　経

済
産
業
部
政
策
課

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
7
2
6

基調講演を行う慶応義塾大学大学院
政策・メディア研究科　蟹江　憲史　教授

取組事例紹介を行う株式会社大川印刷
大川　哲郎　代表取締役社長 SDGsロゴ

パネルディスカッションの様子

S
D
G
s
と
は

S
D
G
s
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
沖
縄
の

未
来
×
S
D
G
s
〜
沖
縄
の
持
続
的

発
展
に
向
け
て
〜
」
の
開
催

　
当
局
経
済
産
業
部
で
は
、
県
内
の

S
D
G
s
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、

13


